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1.グルー治療で使用するカテーテル。細
いカテーテルから出る接着剤で血管を閉
塞　2.手術室には、より正確な診断が
できるよう新モデルのエコーも導入　

hospital data
医療法人 今村血管外科クリニック／TEL:072-800-5330　門真市宮野町3-23 メリックビル1階　https://imamura-vascular.com/

医療詳細ページ有り 66P

注目の低侵襲治療法を導入して
年間約600例の下肢静脈瘤手術に対応
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今村血管外科クリニック院長／関西
医科大学卒／日本静脈学会評議員
／下肢静脈瘤血管内レーザー焼灼
術指導医、脈管学会専門医、日本外
科学会専門医、日本消化器外科学
会指導医 関西医科大学で准教授
を務めたのち、2012年に門真市にて
開院。年間約600例以上の下肢静
脈瘤手術を手がける。治療総数
5,393肢、血管内焼灼術4,780肢
（2012年5月～2022年1月末まで）

担当医

今村敦 先生

専門医療に
できること！

最新鋭の波長1470nmのレー
ザー治療器・高周波カテーテル
治療器は、術後の痛みや皮下出
血が少ないのが特徴。これが治
療時間の短縮につながり、術後
の引きつりや鈍痛も抑えられる

最新鋭の治療機器を導入
痛み・負担のない手術

症例に合わせて最適な機器を使い分け、可能
な限り患者さんの負担が少ない治療法を選択し
ている


